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研究成果の概要（和文）：現在日本国内のみならず世界各国でも深刻化している若年層の古典文学離れを防ぎ、
次の世代への文学研究の継承を促すため、その方法論確立の第一歩として、研究者が専門としてきた19世紀フラ
ンス詩人ボードレールの研究を中心に、漫画『惡の華』におけるフランス文学の影響に関する分析と、フランス
語とフランス詩の学習WEBサイトの構築とを行った。
特に後者に関しては、フランス詩を通してフランス語を学ぶWEBサイト「poefra（ぽえふら）」として、今日に
おける日本の若者がフランス語の学習を入り口として、フランス文学の豊かな世界に触れるための新たな道筋の
あり方を具体的に提示することが出来た。

研究成果の概要（英文）：To prevent the growing tendency of today’s Japanese young people to avoid 
classical literature, I have established a new methodology for young people to discover the French 
literature, focusing especially on the 19th century French poet, Baudelaire. First, I analyzed the 
influence of French literature in Japanese popular Manga, adapted also into Animation, “The Flowers
 of Evil”. Second, I built a website for French and French poetry learners, named “poefra”. 

研究分野： ヨーロッパ文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 近年、日本国内におけるフランス文学研究
は極めて高い水準にあり、フランス本国の研
究者にも注目されることが少なくない。しか
しながら、その一方で、若年層のフランス文
学離れや、研究内容の過度な専門化による一
般読者の関心との乖離といった問題が深刻
化している。これまでの研究の蓄積を活用し
つつ、フランス文学の魅力を次世代へと伝え
るための方法論をあらためて問いなおす必
要性が生じている。 
 
 
２．研究の目的 
 
 現在日本国内のみならず世界各国でも深
刻化している若年層の古典文学離れを防ぎ、
次の世代への文学研究の継承を促すため、そ
の方法論確立の第一歩として、研究者が専門
としてきた 19 世紀フランス詩人ボードレー
ルの研究を対象に、ＳＮＳ、アプリ、メディ
アミックスといった現代的な手法を文学研
究の発信の場に導入し、若年層がフランス文
学へ関心をもつ機会を生み出す方法を探る。
その方法を模索する上で、国内外のフランス
文学研究者や非研究者と議論を重ねること
で、これからのデジタル時代における新たな
文学研究のあり方を探求する。 
 
 
３．研究の方法 
 
 次の３点の計画を同時進行で実行しつつ、
今後のデジタル世代に向けてフランス文学
研究がどのように情報発信を行っていくこ
とが有効なのかを明らかにする。 
 
 （１）相互方向的なオープン・データベー
スの構築。国内外の先行研究や一般書の書誌
情報や、ボードレールに関わる情報を集約し、
発信するサイトの基礎となるデータベース
を作成する。 
 
 （２）19 世紀フランス詩を題材にしたアプ
リ開発。19 世紀フランス詩をコンテンツとし
たフランス語の学習アプリを作成する。これ
により、フランス語学習者がフランス詩に初
めて触れる新たな場所を生み出し、若年層に
おけるフランス文学愛好者が育つ道筋を確
保する。 
 
 （３）メディアミックスとの交流。現在の
若年層の一つの特徴として、アニメ・漫画・
ゲームによるメディアミックスの中で育っ
ているという点があげられる。2013 年初頭、
そのようなメディアミックスの一つとして、
押見修造氏により連載中の漫画『惡の華』が
アニメ化された。非難評価の双方を生み出し
ているこの事象ではあるが、フランス文学の

現代日本における最も現代的な受容である
という点は否定できない。ボードレール研究
者の立場から、この漫画・アニメについての
分析を発表することにより、アニメから文学
作品へと興味を広げていく若年層の獲得を
目指す。 
 
 
４．研究成果 
 
 研究に着手した当初は（１）データ・ベー
ス開発と、（２）アプリ開発とを、独立した
別々のものとすることを予定していた。しか
しながら両者の開発を進めていく中で、専門
家を対象とした前者と、若い学習者を対象と
した後者とを一体化させたコンテンツを作
成することで、フランス語の初級学習者をフ
ランス文学の世界へと導くことが出来るよ
うな流れを作りだすことができると判断す
るに至った。また、アプリ開発や WEB コンテ
ンツ開発に関する調査を行った結果、スマー
トフォン用アプリとして作成するよりも、パ
ソコン、タブレット、スマートフォンのいず
れでも、また android や iOS の違いに関わら
ず利用することが出来るような「レスポンシ
ブ・ウェブデザイン」に基づいた WEB サイ
トとして作成することが有効であることが
明らかになった。 
 そのような見地から、フランス詩を通して
フランス語を学習するための WEB サイト
「poefra（ぽえふら）」を開発し、公開してい
る（http://www.litterature.jp/poefra/）。開発にあ
たっては、フランス文学研究者のみならず、
WEB 開発専門家やフランス語を学習する学
生など、様々な意見を参考にすることで、デ
ザインの親しみやすさ、操作性の分かりやす
さなど、これまでのフランス文学研究関連の
WEB サイトでは十分に考慮されてこなかっ
た側面にも力を入れている。 
 

「ぽらふら」トップページ 

 
 
「ぽえふら」のコンテンツは大きく分けて
「詩の紹介」と「詩人の紹介」の２種類に分
かれている。「詩の紹介」には、現在、ヴェ
ルレーヌ「秋の歌」、プレヴェール「朝の食
事」、ボードレール「旅への誘い」、ランボー



「谷間に眠る者」の４つのコンテンツを収録
している。それぞれのコンテンツでは、ただ
単にフランス語原文とその日本語訳ならび
に解説を掲載するのではなく、関連した楽曲
や絵画を紹介しつつ、徐々に詩作品の内容を
学習するという手法をとることにより、視
覚・聴覚を利用したフランス詩の紹介を行っ
ている。 
 また、それぞれのコンテンツからは、その
詩作品で用いられているフランス語の単語
を学習するためのページに進むことができ
るようになっている。無料学習サイトである
Quizlet（https://quizlet.com）を利用することで、
ただ単にフランス語の綴りを覚えるだけで
なく、その音の響きも確認しながら学習でき
るようになっている。 このようにして、外
部サイトのコンテンツへのリンクを積極的
に活用することで、最小限の予算で最大限の
効果を挙げられるように努めている。 
 もう一つのコンテンツの種類である「詩人
の紹介」では、上述のヴェルレーヌ、プレヴ
ェール、ボードレール、ランボーを始め、19
世紀を中心としたフランス詩を代表する 10
名の詩人の紹介コンテンツを収録している。
ここでは、フランス文学についてほとんど知
識を持ち合わせていないような若者を読者
として想定し、親しみやすい文体による各詩
人の紹介を掲載し、それに続いて、WEB 上で
見ることのできる関連情報へのリンクを提
示している。現時点では、コンテンツ数は 10
に留まり、各ページの内容も簡易なものであ
るが、今後これを拡張していくことで、一種
のフランス文学データベースとしての性質
を持たせることも可能になっている。 
 このようにして研究者は、WEB サイト「ぽ
えふら」を通して、3 年間の研究期間をかけ
て開発した、次世代に対するフランス文学の
継承のための一つの方法論を具体的に提示
している。 
 
（３）メディア・ミックスとの交流に関して
は、押見修造『惡の華』におけるボードレー
ルの影響に関する研究を発表している。2009
年から 2014 年まで雑誌に連載され、2013 年
にはテレビアニメ化もされたこの漫画作品
において、ボードレールの詩集『悪の華』の
役割は単なる作品上の小道具に留まらず、作
者である押見修造氏のボードレールを初め
としたフランス文学やその影響を受けたヨ
ーロッパ近現代絵画についての学識が、作品
に奥行きを生み出していることが指摘でき
る。また、この漫画作品の成立から窺い知る
ことが出来る点として、フランス文学が日本
において受容される際、フランス語原文によ
り直接受容されるのではなく、翻訳書や、文
学作品をテーマにした絵画作品、映画作品な
どの媒介を経て、間接的に受容されているこ
とが多い。ほかにも、多くのフランス文学作
品が日本語に翻訳されるようになり既に半
世紀ほどになる今日においては、親の世代が

子の世代に与える影響という形で、フランス
文学の受容現象が起きていることも、この作
品にみられる特徴として指摘できる。 
 
 研究期間の最終年である 2016 年度には、
当初の予定通り、若手フランス文学研究者を
中心とした「次世代へのフランス文学の継
承」をテーマにしたシンポジウムを企画・開
催した。研究者は上述の「ぽえふら」につい
て報告し、会場の参加者とともにさらなる改
良の可能性を議論するとともに、関西の大学
でフランス語・フランス文化論の授業を担当
している若手フランス文学研究者 2名が、昨
今の大学生に対してフランス文学の魅力を
伝えるためにはどのようなアプローチが有
効かというテーマで発表を行った。 
 本シンポジウムでの議論によって、現代日
本社会におけるフランス文学教育の重要性
として、次の点があらたに浮かび上がった。
すなわち、フランス文学は単にフランス文化
を理解するために重要なだけではなく、古代
ギリシャ・ローマを源流とし、ヨーロッパを
経由して、現代日本においても連綿と受け継
がれている人類の「知の伝統」というものの
本質をただしく理解し滋養する上でも、その
中継地点として大きな役割を果たしている
フランス文学を学ぶことは、今日の日本の若
者にとっても重要なものであるという点で
ある。 
 
 本研究は、「フランス文学の次世代への継
承」という大きな問題に取り組むための第一
歩に過ぎない。本研究によって、具体的に提
示することができたフランス文学紹介の WEB
ページや、現代の漫画作品におけるフランス
文学の影響に関する分析が、「フランス文学
の次世代への継承」という目的に対して、真
に有効な手段であるのかどうかという検証
は、残念ながら本研究の短い研究期間の中で
は十分に行うことが出来なかった。今後の課
題として、そのような検証を行うとともに、
フランス文学研究と現代の若者たちと繋ぐ
ための更なる場を開拓していくことを目指
したい。 
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